
平成 30 年度東京農業大学校友会千葉県支部総会の開催結果 

1  総会 

  日時 (1)

平成 30 年 7 月 1 日(日)午後 1 時 15 分から 

  場所 (2)

千葉市「京成ホテルミラマーレ」6 階ローズルーム 

  参加者 (3)

総会参加者:77 人 

  来賓 (4)

東京農業大学校友会常任理事 豊原秀和 様 

東京農業大学国際食料情報学部長	
 菅沼圭輔	
 様	
 

東京情報大学学長 鈴木昌治 様 

  総会の概要 (5)

ア	
  丸豊副支部長の開会のことばにより、平成 30 年度千葉県支部総会を開会した。 

  

イ	
  鳥海稔雄支部長が主催者として挨拶を述べた。 

  



ウ	
  来賓の豊原秀和様（東京農業大学校友会常任理事）から校友会の活動状況につ

いて、菅沼圭輔様（東京農業大学国際食料情報学部長）から農大の近況について、

鈴木昌治様（東京情報大学学長）から情報大の近況についてそれぞれ紹介があり、

併せて祝辞をいただいた。 

  

  

  

エ	
  会則第 12 条の規定により鳥海支部長が議長となり議事を進め、議事録署名人に

支部理事の村石愛二氏（校友会夷隅支部）と内田博道氏（印旛地区校友会）とを、

書記に本多正隆事務局員をそれぞれ任命した。 



オ	
  第1号議案「平成29年度事業報告並びに収支決算の承認について」を熊谷一秀

幹事長が説明した後、宗政常興監事が監査結果を報告した。議長からの承認の問

いかけに異議なく承認された。 

カ	
  第 2 議案「平成 30 年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について」を熊谷幹事

長が説明した。議長からの承認の問いかけに異議なく承認された。 

未結成地区の校友会組織化援助、就職対策の強化、農大経営者大賞・東京

農大経営者会議・地域後継者推薦入試制度への協力、箱根駅伝 one コイン募金

の推進、在学生の学習・課外活動への協力等を申し合わせた。（当日の出席者か

らは one コイン募金に協力いただいた） 

第 24 回関東大学女子駅伝対校選手権大会（平成 30 年 9 月 30 日、印西市千

葉ニュータウン周回コース）への応援参加を呼びかけた。 

キ	
  報告事項として、就職窓口担当者及び校友会代議員について紹介した。 

ク	
  議事終了後に、「日本国内での新規就農や、海外でボランティアや農業専門家と

して活躍したい若者を応援する」ことを目的に千葉県白井市に設立された特定非営

利活動法人「向志朋」（khoshihou.com）の監事である内藤秀樹氏（印旛地区校友会）

に、同法人を地元に設立するに当たっての経過について説明をいただいた。来賓

の豊原秀和様は向志朋の理事長でもあり、活動の由来や今後の方向性等を付言し

ていただいた。 

  

ケ	
  坂口和彦副支部長の閉会のことばにより、総会を終了した。 



  

2  懇親会 

総会終了後、会場を隣室に移し懇親会を開催した。 

鳥海稔雄支部長が開会の挨拶を述べた。 

千葉県支部顧問の藤代孝七氏（校友会本部理事、前船橋市長、元千葉県議会議

員）が祝辞を述べた。 

  
竹内良監事の音頭で乾杯し宴を開いた。 

  
乾杯後に、千葉県支部総会の恒例行事「社会人 1 年生紹介」で、千葉県校友会の

新たな仲間 7 人（ＪＡいちかわ、県立高校、県庁、情報大学他）を紹介した。各自が社

会人としての抱負を述べ、会場から大きな喝采が送られた。 



  
また、平成 29 年度親子三代特別表彰者（高橋啓太郎様、昌也様）と親子二代の出

席者（小山和行様、りな様）を紹介した。高橋昌也様は社会人 1 年生、小山りな様は食

料環境経済学科 2 年生。若者の将来に期待するとともに、親子で校友会活動に参加

できる慶事を、参加者一同が祝福した。 

  
懇親会の状況は次のとおり。 

世代や学科を超えて、校友が語り、歌い、今後の協力と社会への貢献を約束し合っ

た総会・懇親会であった。 

・司会   宇都宮康支部事務局長 

・支部長挨拶  鳥海稔雄支部長 

・祝辞   藤代孝七顧問 

・乾杯(発声)  竹内良監事 

・青山ほとり・学歌指揮 児島亮介氏、平山智揮氏（それぞれ元応援団） 

・中締め  石井睦弘副支部長 



  

  

  

  


